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　住宅用地に対しては固定資産税を最大６分の１まで減額する特
例があり、店舗併用住宅にも特例の適用が認められていますが、
空き店舗には、この特例を認めないとする政府の方針が６月に決
定されています。詳細は年末に公表される与党税制改正大綱で明
らかにされます。

空き店舗の固定資産税住宅用地特例の見直し

9月の税務と労務9月 （長月）SEPTEMBER

18日 ・ 敬老の日
 23日 ・ 秋分の日
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国　税／ 8月分源泉所得税の納付 
 9月11日

国　税／ 7月決算法人の確定申告（法
人税・消費税等） 10月2日

国　税／ 1月決算法人の中間申告 
 10月2日

国　税／ 10月、1月、4月決算法人の消
費税等の中間申告（年3回の
場合） 10月2日

銀葦（しろがねよし）
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現
在
、「
働
き
方
改
革
実
現
会
議（
首

相
官
邸
）」
を
踏
ま
え
た
厚
生
労
働
省

に
よ
る
議
論
な
ど
「
働
き
方
改
革
」

の
実
現
に
向
け
て
様
々
な
議
論
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
回

は
、働
き
方
改
革
の
施
策
の
う
ち「
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
」
と
関
わ
り

の
あ
る
事
項
と
し
て
、
過
重
労
働
に

よ
る
健
康
障
害
（
脳
・
心
臓
疾
患
等
）

に
つ
い
て
触
れ
て
い
く
こ
と
と
し
ま

す
。

一
　
各
種
動
向

①
　
労
働
時
間
の
動
向

　
年
間
の
総
実
労
働
時
間
を
二
〇
年

前
と
比
較
す
る
と
、
一
九
〇
〇
時
間

台
か
ら
一
七
〇
〇
時
間
台
へ
と
減
少

し
ま
し
た
（
厚
生
労
働
省
「
毎
月
勤

労
統
計
調
査
」）。

　
こ
れ
を
一
般
労
働
者
と
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
に
分
け
た
場
合
、
一
般

労
働
者
の
年
間
総
実
労
働
時
間
は

二
〇
〇
〇
時
間
前
後
の
水
準
で
推
移

し
て
お
り
、
前
述
の
労
働
時
間
の
減

少
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
比

率
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
て
、
労
働
者
全
体
の
労
働
時
間

が
減
少
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
の
見

方
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
　
脳
・
心
臓
疾
患
等
の
動
向

　
平
成
二
十
七
年
度
の
脳
・
心
臓
疾

患
に
よ
る
労
災
支
給
決
定
件
数
は
約

二
五
〇
件
（
う
ち
死
亡
の
決
定
件
数

は
約
一
〇
〇
件
）、
精
神
障
害
に
よ

る
労
災
支
給
決
定
件
数
は
約
四
七
〇

件
（
う
ち
未
遂
を
含
む
自
殺
の
決
定

件
数
は
約
九
〇
件
）
で
す
。

　
一
か
月
平
均
の
時
間
外
労
働
時
間

数
別
に
支
給
決
定
件
数
を
み
る
と
、

「
八
〇
時
間
以
上
一
〇
〇
時
間
未
満
」

が
最
も
多
い
も
の
で
し
た
。

（
厚
生
労
働
省
「
過
労
死
等
の
労
災

補
償
状
況
」）

二
　
脳
・
心
臓
疾
患
の
認
定
基
準

㈠
　
労
働
時
間
と
健
康
障
害
と
の
関

連
性

　
長
時
間
労
働
と
脳
・
心
臓
疾
患
の

発
症
は
関
連
性
が
あ
り
、
時
間
外
労

働
時
間
が
「
一
月
当
た
り
お
お
む
ね

四
五
時
間
」
を
超
え
て
長
く
な
る
に

つ
れ
健
康
障
害
の
リ
ス
ク
が
生
じ
る

よ
う
に
な
り
、「
一
か
月
当
た
り
お

お
む
ね
一
〇
〇
時
間
超
」
や
「
二
か

月
な
い
し
六
か
月
注
の
平
均
で
一
か

月
当
た
り
お
お
む
ね
八
〇
時
間
超
」

に
な
る
と
、
さ
ら
に
健
康
障
害
の
リ

ス
ク
が
高
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

注
　
二
か
月
な
い
し
六
か
月
と
は
、

過
去
二
か
月
間
、
三
か
月
間
、
四

か
月
間
、
五
か
月
間
、
六
か
月
間

の
い
ず
れ
か
の
期
間
を
い
い
ま
す
。

㈡
　
認
定
基
準

　「
脳
・
心
臓
疾
患
の
認
定
基
準
」

と
し
て
、
脳
・
心
臓
疾
患
を
労
災
認

定
す
る
上
で
の
基
本
的
な
考
え
方
や
、

対
象
疾
病
（
脳
出
血
、
く
も
膜
下
出

血
、
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
、
狭
心
症

な
ど
）、
認
定
要
件
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
認
定
要
件
と
し
て
次
の
三
つ
が
あ

り
ま
す
。

・
　
異
常
な
出
来
事

・
　
短
期
間
の
過
重
業
務

・
　
長
時
間
の
過
重
業
務

　
ど
の
よ
う
な
点
が
「
業
務
に
よ
る

明
ら
か
な
過
重
負
荷
」
と
さ
れ
る
か

を
見
て
い
き
ま
す
。

①
　
異
常
な
出
来
事

　
発
症
直
前
か
ら
前
日
ま
で
の
間
に

お
い
て
、
発
症
状
態
を
時
間
的
お
よ

び
場
所
的
に
明
確
に
し
得
る
異
常
な

出
来
事
に
遭
遇
し
た
こ
と
。

　
異
常
な
出
来
事
と
は
次
の
こ
と
が

生
じ
た
と
き
を
い
い
ま
す
。

・
　
精
神
的
負
荷

　
　
極
度
の
緊
張
、
興
奮
、
恐
怖
、

驚
が
く
等
の
強
度
の
精
神
的
負
荷

を
引
き
起
こ
す
突
発
的
ま
た
は
予

測
困
難
な
異
常
な
事
態
。
例
え
ば
、

業
務
に
関
連
し
た
重
大
な
人
身
事

故
に
関
与
し
、
著
し
い
精
神
的
負

荷
を
受
け
た
場
合
な
ど
。

・
　
身
体
的
負
荷

　
　
緊
急
に
強
度
の
身
体
的
負
荷
を

強
い
ら
れ
る
突
発
的
ま
た
は
予
測

困
難
な
異
常
な
事
態
。
例
え
ば
、

事
故
の
発
生
に
伴
う
救
助
活
動
や

事
故
処
理
で
、
著
し
い
身
体
的
な

負
荷
を
受
け
た
場
合
な
ど
。

・
　
作
業
環
境
の
変
化

　
　
急
激
で
著
し
い
作
業
環
境
の
変

化
。
例
え
ば
、
屋
外
作
業
中
、
極

め
て
暑
熱
な
作
業
環
境
下
で
水
分

補
給
が
著
し
く
阻
害
さ
れ
る
状
態

や
特
に
温
度
差
の
あ
る
場
所
へ
の

出
入
り
な
ど
。

②
　
短
期
間
の
過
重
業
務

　
発
症
に
近
接
し
た
時
期
（
発
症
前

お
お
む
ね
一
週
間
）
に
日
常
業
務
に

比
較
し
て
特
に
過
重
な
身
体
的
、
精

神
的
負
荷
を
生
じ
さ
せ
る
業
務
に
従

過
重
労
働
に
よ
る

健
　康
　障
　害
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事
し
た
こ
と
。

　
業
務
と
発
症
の
時
間
的
関
連
性
を

考
慮
し
、次
の
こ
と
を
判
断
し
ま
す
。

・
　
発
症
直
前
か
ら
前
日
ま
で
の
間

の
業
務
が
特
に
過
重
で
あ
る
か
否

か
。

・
　
発
症
前
一
週
間
以
内
に
過
重
な

業
務
が
継
続
し
て
い
る
か
否
か
。

③
　
長
時
間
の
過
重
業
務

　
発
症
前
の
長
期
間
（
発
症
前
お
お

む
ね
六
か
月
間
）
に
わ
た
っ
て
著
し

い
疲
労
の
蓄
積
を
も
た
ら
す
特
に
過

重
な
業
務
に
従
事
し
た
こ
と
。

　
労
働
時
間
の
評
価
の
目
安
は
次
の

と
お
り
で
す
。

・
　
発
症
前
一
か
月
間
な
い
し
六
か

月
間
に
わ
た
っ
て
、
一
か
月
あ
た

り
お
お
む
ね
四
五
時
間
を
超
え
る

時
間
外
労
働
が
認
め
ら
れ
な
い
場

合
は
、
業
務
と
発
症
の
関
連
性
が

弱
い
と
評
価
で
き
る
。

・
　
お
お
む
ね
四
五
時
間
を
超
え
て

時
間
外
労
働
が
長
く
な
る
ほ
ど
、

業
務
と
発
症
と
の
関
連
性
が
徐
々

に
強
ま
る
と
評
価
で
き
る
。

・
　
発
症
前
一
か
月
間
に
お
お
む
ね

一
〇
〇
時
間
以
上
、
ま
た
は
発
症

前
二
か
月
な
い
し
六
か
月
間
に
お

お
む
ね
八
〇
時
間
を
超
え
る
法
定

時
間
外
労
働
時
間
（
一
週
四
〇
時

間
を
超
え
る
労
働
時
間
）
が
あ
れ

ば
、
業
務
と
の
関
連
性
が
強
い
と

評
価
で
き
る
。

　
②
と
③
は
、
具
体
的
な
負
荷
要
因

と
し
て
、
次
の
こ
と
も
見
な
が
ら
総

合
的
に
判
断
し
ま
す
。

・
　
労
働
時
間

・
　
不
規
則
な
勤
務

・
　
拘
束
時
間
の
長
い
勤
務

・
　
出
張
の
多
い
業
務

・
　
交
替
制
勤
務
、
深
夜
勤
務

・
　
作
業
環
境
（
温
度
環
境
、
騒
音
、

時
差
）

・
　
精
神
的
緊
張
を
伴
う
業
務

三
　
健
康
管
理
体
制
の
整
備

　
長
時
間
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
を

防
止
す
る
た
め
に
、
職
場
で
実
施
す

る
も
の
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

①
　
産
業
医
、
衛
生
管
理
者
等
選
任

　
事
業
場
に
お
い
て
選
任
し
た
産
業

医
、
衛
生
管
理
者
、
衛
生
推
進
者
等

に
健
康
管
理
に
関
す
る
職
務
を
適
切

に
行
わ
せ
ま
す
。

　
産
業
医
を
選
任
す
る
義
務
の
な
い

事
業
場
（
常
時
五
〇
人
未
満
の
労
働

者
を
使
用
）
で
は
、
地
域
産
業
保
健

セ
ン
タ
ー
の
産
業
保
健
サ
ー
ビ
ス
を

活
用
す
る
な
ど
、
専
門
家
の
選
任
に

代
わ
る
措
置
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
二
十
九
年
六
月
以
降
は
、
一

週
四
〇
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
た

時
間
が
一
月
当
た
り
一
〇
〇
時
間
を

超
え
た
労
働
者
の
氏
名
お
よ
び
超
え

た
時
間
に
関
す
る
情
報
を
産
業
医
に

提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

た
こ
と
に
も
注
意
を
要
し
ま
す
。

②
　
衛
生
委
員
会
の
設
置

　
常
時
五
〇
人
以
上
の
労
働
者
を
使

用
す
る
事
業
場
で
は
、
衛
生
委
員
会

を
設
置
し
、「
長
時
間
に
わ
た
る
労

働
に
よ
る
労
働
者
の
健
康
障
害
の
防

止
を
図
る
た
め
の
対
策
の
樹
立
に
関

す
る
こ
と
」
を
は
じ
め
健
康
管
理
に

つ
い
て
適
切
に
調
査
審
議
を
行
い
ま

す
。

　
衛
生
委
員
会
の
設
置
義
務
が
な
い

事
業
場
で
は
、
労
働
時
間
の
長
さ
や

業
務
の
負
荷
に
応
じ
、
適
切
な
配
慮

や
労
働
者
の
意
見
を
聴
く
機
会
を
設

け
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て
い
く
と

よ
い
で
し
ょ
う
。

③
　
健
康
診
断
の
実
施

　
常
時
使
用
す
る
労
働
者
に
対
し
、

一
年
以
内
に
一
回
、
定
期
健
康
診
断

を
実
施
し
、
深
夜
業
を
含
む
特
定
の

業
務
に
常
時
従
事
す
る
労
働
者
に
対

し
て
は
、
六
か
月
以
内
に
一
回
の
特

定
業
務
従
事
者
健
康
診
断
を
実
施
し

ま
す
。

　
ま
た
、
健
康
診
断
で
異
常
の
所
見

が
あ
っ
た
者
に
は
、
健
康
保
持
の
た

め
の
措
置
に
つ
い
て
医
師
の
意
見
を

聴
き
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
ま
す
。

四
　
医
師
に
よ
る
面
接
指
導

①
　
実
施
対
象
者

　
時
間
外
・
休
日
労
働
時
間
が
一
月

当
た
り
一
〇
〇
時
間
を
超
え
る
労
働

者
か
ら
申
出
が
あ
っ
た
と
き
に
実
施

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。（
一
月
当

た
り
八
〇
時
間
超
の
労
働
者
に
つ
い

て
は
実
施
の
努
力
義
務
）。

②
　
面
接
指
導

　
労
働
者
か
ら
面
接
指
導
の
申
出
が

あ
っ
た
後
お
お
む
ね
一
月
以
内
に
実

施
し
ま
す
。

　
医
師
は
、
労
働
者
の
勤
務
の
状
況

お
よ
び
疲
労
の
蓄
積
の
状
況
そ
の
他

心
身
の
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
ま
す
。

③
　
意
見
聴
取
・
事
後
措
置

　
面
接
指
導
後
お
お
む
ね
一
月
以
内

に
医
師
か
ら
の
意
見
を
聴
取
し
、
必

要
に
応
じ
て
就
業
場
所
の
変
更
、
作

業
の
転
換
、
労
働
時
間
の
短
縮
、
深

夜
業
の
回
数
減
少
、
作
業
環
境
測
定

の
実
施
、
施
設
の
整
備
、
衛
生
委
員

会
へ
の
報
告
な
ど
の
措
置
を
講
じ
ま

す
。
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　平成29年10月１日より、育児・介護休
業法が変わります。
①　２歳までの育児休業
　　育児休業は、子が１歳に達するまでの
期間について取得することができ、保育
所に入れない等の場合に、例外的に１歳
６か月に達するまで延長することが認め
られています（育児・介護休業法）。

　　保育所への入所が一般的に年度初めで
あり、年度の途中で１歳６か月に到達す
ると年度末までの間に預ける保育所が見
つからず、育児休業も取得できない者が
生じていたことが課題として掲げられて
いました。

　　平成29年10月以降は、１歳６か月以
後も保育所に入れない等の場合には、事
業主に申し出ることにより、最長２歳ま
で再延長できることとなります。

　　これに伴って、雇用保険制度から支給

される育児休業給付金の給付期間も最長
２歳まで延長されます。

②　育休制度等の個別周知
　　労働者又はその配偶者が妊娠・出産し
た場合又は家族を介護していることを知
った場合に、事業主は、その労働者に対
して、個別に育児休業・介護休業に関す
る制度（休業中の待遇、休業後における
賃金、配置その他の労働条件など）の周
知をする努力義務が創設されます。

③　育児目的休暇の導入促進
　　小学校就学の始期に達するまでの子を
養育する労働者が、育児に関する目的で
利用できる休暇制度（出産後の養育につ
いて、出産前に準備することができる休
暇も含みます）を設ける努力義務が創設
されます。
　　例えば、配偶者出産休暇、子の行事参
加のための休暇などが該当します。
　　改正の趣旨として、男性の育児参加を
促進していくことが掲げられています。

育児休業制度等の改正

　健康保険には、退職した後も被保険者（任
意継続被保険者）となる制度があります。
　任意継続被保険者となる要件は、「資格
喪失日の前日（退職日）までに継続して２
か月以上の被保険者期間がある」、「資格喪
失日から20日以内に申請」の２点です。
　被保険者期間は、任意継続被保険者とな
った日から２年間とされますが、保険料を
納付期日までに納付しなかったときや、転
職により他社で新たに被保険者となったと
きには資格を喪失します。
　在職中は、保険料の半額を事業主が負担
していましたが、任意継続被保険者の場合
は全額を被保険者自身が負担します（上限
額あり。問い合わせ窓口は住所地の協会け
んぽ又は健康保険組合です）。
　保険給付は、原則として在職中の被保険
者と同様ですが、傷病手当金・出産手当金
は支給されません（資格喪失後の継続給付
の要件を満たしている場合を除く）。

任意継続被保険者（健康保険）　
労
働
者
が
退
職
し
た
場
合
で
、
以

下
に
掲
げ
る
項
目
の
証
明
書
を
請
求

さ
れ
た
と
き
は
、
使
用
者
は
、
遅
滞

な
く
証
明
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
解
雇
を
予
告
し
た
場
合

は
、
請
求
が
あ
れ
ば
解
雇
前
で
も
解

雇
理
由
の
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

①
　
使
用
期
間

②
　
業
務
の
種
類

③
　
そ
の
事
業
に
お
け
る
地
位

④
　
賃
金

⑤
　
退
職
の
事
由
（
解
雇
の
場
合
は

そ
の
理
由
を
含
む
）

　
証
明
書
に
は
、
労
働
者
が
請
求
し

な
い
事
項
を
記
載
し
て
は
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
解

雇
の
理
由
」
の
記
入
に
つ
い
て
請
求

が
な
い
場
合
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
は

記
入
せ
ず
に
交
付
し
ま
す
。

　
証
明
書
様
式
は
任
意
で
す
。
労
働

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
モ
デ
ル
様
式

が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

退
職
時
の
証
明
（
労
働
基
準
法
）


